
（1） 第 430 号 全 大 教 新 聞 （毎月 10 日発行）2025 年 4 月 10 日

２２

２
０
２
５
年
❷
春
季
・
新
歓
期
合
同
地
区
別
単
組

代
表
者
会
議
（
３
月
１
日
）
関
東
甲
信
越
地
区
、

北
海
道
・
中
四
国
地
区
合
同

２２

組
合
の
大
切
さ
を
伝
え
て
加
入
を
呼
び
か
け
よ
う
！

３３

論
壇
「
地
域
交
通
の
再
設
計
―
公
共
交
通
の
改
善

　
　
　

   

で
地
域
と
暮
ら
し
の
持
続
性
を
高
め
る
―
」

         

福
島
大
学

経
済
経
営
学
類

教
授　

吉
田

樹

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
東
京
大
学

  

「
挑
戦
と
変
革
の
ま
っ
た
だ
中
」

・
京
都
工
芸
繊
維
大
学

  

「
労
使
の
円
滑
な
意
思
疎
通
へ
向
け
て
」

　

岡
本
議
長
の
「
年
１
回
の
会

で
あ
る
が
、
皆
さ
ま
の
意
見
は

今
後
の
活
動
・
交
渉
へ
活
か
し

た
い
」
旨
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

続
い
て
永
井
全
大
教
書
記
長
か

ら
、「
人
勧
準
拠
の
給
与
改
定
は

非
常
に
難
し
い
情
勢
で
あ
る

中
、
幹
事
会
の
交
渉
に
よ
り
人

勧
通
り
と
な
っ
た
。」「
皆
さ
ま

の
ご
尽
力
に
よ
り
高
専
の
評
価

は
高
く
な
っ
て
い
る
。」と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
、
団
体
交
渉
報

告
、
高
専
機
構
予
算
説
明
、
今

後
の
協
議
要
求
事
項
説
明
、
単

組
交
流
議
題
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
給
与
規
則
改
正
に
関
す
る

報
告
内
で
、
教
授
職
以
上
（
教

育
職
俸
給
表
４
級
以
上
）
の
改

定
は
、
利
益
、
不
利
益
変
更
が

混
在
す
る
大
幅
改
定
に
な
る
こ

と
か
ら
時
間
を
割
き
丁
寧
な
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
単
組
交
流
議
題
の
中
で
は
、各

単
組
に
お
い
て
組
合
組
織
率
の

低
下
に
苦
慮
し
、
特
に
新
規
採

用
教
職
員
の
加
入
に
向
け
た
施

策
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
お
む
ね
個
別
訪
問
で
の

加
入
に
一
定
の
成
果
が
あ
り
、さ

　

全
大
教
高
専
協
議
会
は
３
月
２
日
に
、
高
専
単
組
代

表
者
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
準
加
盟

単
組
を
含
む
計
16
単
組
と
幹
事
会
に
よ
る
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

医
労
連
・
自
治
労
連
・
全
大

教
で
つ
く
る
医
療
三
単
産
は
３

月
５
日
、「
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅

賃
上
げ
と
大
幅
増
員
・
夜
勤
改

善
」
を
求
め
て
、
国
会
議
員
要

請
お
よ
び
経
団
連
前
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。

　

国
会
議
員
要
請
の
意
思
統
一

集
会
で
は
全
大
教
病
院
協
議
会

の
山
城
幹
事（
琉
球
大
学
病
院
）

か
ら
「
看
護
師
の
賃
金
水
準
が

低
い
状
態
に
も
関
わ
ら
ず
人
事

院
勧
告
水
準
の
賃
上
げ
も
ま
ま

な
ら
な
い
大
学
が
あ
る
。
退
職

者
も
多
く
出
て
い
る
状
態
。
声

を
上
げ
て
改
善
さ
せ
た
い
」
と

国
立
大
学
病
院
の
現
状
に
つ
い

て
訴
え
ま
し
た
。
意
思
統
一
集

会
に
は
、
20
人
を
超
え
る
国
会

議
員
が
駆
け
つ
け
、
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
議
員
へ
要
請
を

行
っ
た
後
、
経
団
連
会
館
前
で

「
医
療
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
」

を
訴
え
、「
企
業
の
み
な
ら
ず
医

療
現
場
に
も
賃
上
げ
可
能
な
経

済
状
況
に
な
る
こ
と
」
を
求
め

ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請
を
通
じ
て
「
医

療
現
場
の
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
」

を
世
論
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
安
全
・

安
心
な
医
療
提
供
の
た
め
に
も

日
々
の
組
合
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
病
院
協
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
信
）

ら
に
組
合
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等

に
非
組
合
員
も
参
加
可
能
に
す

る
等
の
教
職
員
全
体
を
巻
き
込

ん
で
い
る
単
組
が
よ
り
高
い
成

果
を
上
げ
て
い
る
傾
向
が
伺
え

ま
し
た
。
今
後
の
組
織
率
向
上

の
光
が
見
え
た
内
容
で
し
た
。

　

一
方
、
教
職
員
の
過
重
労
働

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る

問
題
で
は
、
各
校
事
務
職
員
に

お
い
て
休
職
者
が
多
く
、
超
過

勤
務
時
間
も
多
い
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
超
勤
時
間
チ
ェ

ッ
ク
の
た
め
、
学
校
か
ら
組
合

に
報
告
を
さ
せ
る
単
組
が
あ
る

一
方
、
特
に
教
員
は
超
勤
が
つ

け
ら
れ
な
い
学
校
も
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
各
校
の
温
度
差
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
専
協
議
会
幹
事
会
と
し
て

は
、
各
校
に
よ
る
温
度
差
は
良

い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
学
校

に
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
、
各
単
組

か
ら
幅
広
い
意
見
を
集
約
し
、

高
専
機
構
本
部
と
交
渉
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
待
遇
改

善
、
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備

に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
専
協
議
会
幹
事

　
　
　
　
　
　
　

小
林
一
誠
）

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
と

京
都
大
学
職
員
組
合
は
合
同
で

３
月
18
日
、
国
公
立
大
学
・
大

学
共
同
利
用
機
関
・
国
立
高
専

の
運
営
費
交
付
金
の
大
幅
増
額

を
求
め
て
、
立
憲
民
主
党
文
部

科
学
部
門
会
議
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
参
加
し
ま
し
た
。

【
学
生
の
負
担
増
加
に
ス
ト
ッ

プ
を
】

　

東
京
大
学
で
学
費
が
値
上
げ

さ
れ
る
中
、「
国
立
大
授
業
料
１

５
０
万
」
の
提
唱
者
が
中
教
審

委
員
に
就
き
、
ま
た
、
修
学
支

援
制
度
の
学
業
要
件
厳
格
化
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て

学
生
が
裕
福
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
学
生
の
負
担
増
加
で

は
な
く
経
済
的
支
援
の
い
っ
そ

う
の
充
実
を
は
か
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

【
地
方
大
学
の
充
実
を
】

　

と
り
わ
け
地
方
大
学
に
お
け

る
、旧
帝
大
と
の
格
差
問
題
や
、

ト
イ
レ
の
改
修
す
ら
ま
ま
な
ら

な
い
と
い
う
深
刻
な
実
態
を
共

有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
大

学
へ
の
支
出
が
地
方
創
生
の
理

念
に
か
な
う
と
い
う
こ
と
を
、

学
術
研
究
を
引
い
て
伝
え
ま
し

た
。

【
物
価
高
や
人
件
費
増
へ
の

対
応
を
】

　

近
年
の
研
究
の
高
度
化
や
、

物
価
上
昇
、
と
り
わ
け
電
気
代

や
輸
入
物
価
の
高
騰
を
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
事
院
勧
告
に

給
与
水
準
を
準
拠
さ
せ
ら
れ
な

い
例
を
伝
え
ま
し
た
。

【
運
営
費
交
付
金
の
大
幅
な

増
額
を
】

　

以
上
の
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
外
部
資
金
へ
の
依
存

だ
け
で
な
く
、
運
営
費
交
付
金

の
大
幅
増
額
、
と
く
に
教
育
研

究
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
最

も
基
盤
的
な
財
源
で
あ
る
「
基

幹
経
費
」
の
増
額
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

（
京
都
大
学
職
員
組
合

　
　
　
　
　

中
央
執
行
委
員
）

  

要  

旨


